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～地域資源を活用した

体系的な体験活動の実践について～
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本日発表すること

１．知床らうすの現状

（羅臼町・児童の実態と環境）

２．研究方法と研究経過

３．各学年の環境教育実践内容

４．第５学年の実践例「こんぶ図鑑づくり」

５．授業指導細案

６．まとめと考察
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はじめに
北海道羅臼町の現状

・基幹産業は漁業・加工業が中心。知床半島の東側に位
置し、海の向こう側には北方領土の国後島が天気の良
い日には、眺望できる。

・２００５年知床（しれとこ）半島が世界自然遺産に登録され
たことを契機に観光業にも力を入れ始めた。（漁業の不
振も影響している。）

→休日には,温泉施設や道の駅・

    シャチウォッチングのクルージングで観光客が賑わう。イラスト：
知床・らうす
海のハンドブックより

知床羅臼の現状
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・北半球における流氷の南限とさ
れ、豊かな山と川、海に恵まれ、
カラフトマス・シロザケ・オショロ
コマが川と海を行き来し、ヒグ
マ・シマフクロウ・オオワシ・オジ
ロワシなど様々な生き物が生息
している。

・近年は、漁業の不振から、人口
減が顕著。（平成１４年６９１３人
→令和５年４４８０人で２２年間で
約２４００人減）

発行：羅臼海域
連絡協議会
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労働人口の
明かな不足
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ＳＤＧｓ１７の目標から

特に

８ 経済発展と働きがいのある仕事

９ 産業・技術革新・社会基盤

１１ 持続可能な町づくり

１４ 海洋資源

１５ 陸上資源

を学習対象としたＥＳＤを展開
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２．研究方法と研究経過

（１）研究方法

・羅臼町幼少中高一貫教育総合部会で理論構成

・児童及び保護者アンケート調査で意識測定

・全国小中学校環境教育研究会作成の「新しい環境教育」
で示す児童・生徒の３つの能力・態度もとに授業プランを
創造

・外部機関と連携（羅臼町漁協・知床財団・羅臼町ユネスコ
協会・黒潮実感センターなど）

・羅臼町ユネスコスクール発表会（毎年１２月実施）で成果
を研究発表
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知床学と海洋教育（環境教育）
幼稚園 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２

In 知床 About 知床 For 知床 In 知床 About 知床

情報処理能力の育成
（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・ﾚ
ﾎﾟｰﾄ等）

課題を設定する能力
の育成

行動力、危機管理能
力の育成

資料１　「 知床学 (海洋教育）」　 ＜令和5年度＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅臼町立羅臼小学校

学びの

スパイラル

イメージ

In Nature【知床】　(自然【知床】の中で体験、感じる） About Nature【知床】（自然について多くを知る）
For Nature【知床】（自然のために行動する態度を身につけた人間にな

る）

In 知床 About 知床 For 知床

学　年

ＥＳＤ ユネスコスクールに認定され、ＥＳＤ（Education for Sustainable Development)を推進しています　　　　　　　【ＥＳＤの意味：持続可能な発展のための教育】
学びの主体性 　　　　　　　　　　　→　→　→　　　知識伝達や体験から　　→　→　→　→　→　→　　自ら考え行動する学習活動へ　　　→　→　→

※野生動植物
　地質、気象
　について知る

※野生動植物研究
　野外視察
　アウトドア体験
　を通して理解を
　深める

・知床（羅臼）に
　ついて深く知る
・未来の知床（羅
　臼）について考
　える

学
　
年
　
別
　
実
　
践
　
課
　
題

・身近な動植物に関心を
　持つ
・身近な自然のすばらし
　さを感じる
・春を探そう　感じよう
・春から夏遊び
・夏秋を探そう
・秋から冬に向かって
・冬遊び、知床の冬

・地域のよさや自然のすばらし
　さに気づき、愛着を持つ
・地域の良さや尊さに気づく
・まとめや発信を通して将来の
　夢や希望を持つ

・羅臼の自然、生活、文化など
　に関心をもつ。
・地域の良さや尊さに気づく
・まとめや発信を通して将来の
　夢や希望を持つ

・郷土芸能の体験などを通し
　て、地域に誇りと愛着をも
　ち、地域の文化を守るとと
　もに、新しい生活や文化を
　創造していく。
・地域の良さや尊さに気づく
・まとめや発信を通して将来
　の夢や希望を持つ

○春の生き物探し
○生き物をかってみよう
○町たんけんにでかけよう
○知西別川に上るサケ観察
○山ブドウコクワを探そう
○水を凍らせよう
○動物の足跡さがし

・自然を大切にしたり、安全で
　適切な行動ができる態度の育
　成
・テーマ設定主体的追求
　課題解決力の育成

・地域に誇りと愛着をもち進ん
　で環境に関わろうとする態度
　の育成
・テーマ設定主体的追求課題解
　決力の育成

自然やふるさとに興
味･関心を持つ

関心を高め、知識を
習得する

気候や風土を理解す
る

自然や産業の知識を
整理し、更に深める

世界における知床の
位置づけを知り、自
然と人間とのあり方
について考える

・問題点を探り、環境保全や改
　善の方法、より良い町づくり
　のために出来る事を考え実践
　しようとする態度の育成
・テーマ設定主体的追求課題解
　決力の育成

安全管理･基本的自
己管理意識の育成

取材や資料の収集、
分析能力の育成

・身近な自然や動物を知る
・地域の自然を知る

・知床に棲息する
　動物など自然環
　境を知る
・自然郷土学習①
　⇒生き物
・地域学習

・羅臼町の漁業
　の理解を深める

・自然郷土学習②
　⇒自然環境
　　歴史

・伝統芸能しれと
　こいぶき樽を体
　験し、理解を深
　める
・こんぶ・サケ漁
　業の理解を深め
　る　・地域学習

・クマ学習Ⅰクマ
　遭遇時の対処法

・生態系学習Ⅰ水
　辺の生物（川）
・外来種駆除学習
　アメリカオニア
　ザミ等

・クマ学習Ⅱクマ
　と共存する社会

・生態系学習Ⅱワ
　シの観察（ 野
　外巡検 ）

・クマ学習Ⅲクマ
　学習まとめ

※野生動物
　森、川、海
　について体験

※野生植物
　森、川、海
　について理解を
　深める

※地質、気象
　遺跡、産業史
　についてまとめ
　たり、発信した
　りする

・外来種についての学習
　セイヨウオオマルハナバチ
　環境省協力

・クマ学習

・知床羅臼の観光
　あり方の考察と
　提言
・自然環境観察

・知床羅臼の自然
・産業の調査・研
　究観察
・ワシ類海獣類

総合
・羅臼の生き物を
伝えよう（海以外
の生き物・海の生
き物・ワシ）５
2H
「11･14･１５」

・生物（植物）
（知床に住む野
　植物の調査・
　研 ）

・知床羅臼の味覚
　調査
・知床羅臼PR活動
・知床羅臼のしお
　り
・北方領土洋上視
　察
・施設見学等

・知床羅臼の自然
　調査
・自然クルーズ
・外来種駆除
・施設見学等
・宿泊研修

・知床羅臼の観光
　名所調査
・海岸清掃
・漂着物観察
・外来種駆除
・自然クルーズ
・植物観察調査

・知床（羅臼）と
　他町村との類似
　点や相違点をま
　とめる
・修学旅行

総合
・自分の将来を考
えよう（羅臼に合
う仕事を知ろう・
羅臼に合う仕事を
考えよう）49H
「11･14･１５」

・羅臼町史の調べ
　学習
・しれとこいぶき
　樽に挑戦
・漁組によるサケ
　フレークづくり
・こんぶ場見学ま
　とめ

総合
・羅臼の産業を探
ろう（羅臼昆布学
習・漁協学習・宿
泊研修）39H
「11･14」

そ
の
他

ユネスコスクールの活動 　 ユネスコスクール研究発表の活動

・漬け物作り
・ホッケバーガーを食べよう
・落ち葉やドングリ遊び

調べ学習してまとめたものについて、適宜発表会を行う。
＊アウトドア体験（希望者、土日か長期休業を利用）
・道教育大釧路校学生との合同アウトドア体験、観光ガイド体験
・町教委主催行事、知床キッズと合同アウトドア体験（岬探検、雪中キャンプ、海岸線サバイバル）

・地学
（知床半島の地形
　の調査・研究－
　火山と温泉など
　）

「知床概論Ⅰ」
（道東の気候、生
　物相と風土）

「知床概論Ⅱ」
（知床の気候風
　土、生物相）
「野外観察」
（植物・昆虫の
　観察）

・生物（動物）
（知床に住む野生
　動物の調査・
　研究）

理
　
　
　
　
　
科

自
然
環
境
科
目
群

・身近な動植物に関心を
　持つ
・ふるさとの自然のすば
　らしさを知る。
・知床の冬の動物観察・
　雪と氷で遊ぼう
・動物の名前を知ろう
・サケの物語（解体等）

生活科
　はるとともだち
　なつとともだち
　あきとともだち
　ふゆとともだち

生活科
・まちはたからば
　こ生きもの大す
　き
・北方領土学習

社会
・もっと知りたい
　みんなの町
理科
・チョウを育てよ
　う
・北方領土学習

・社会
　私たちの国と国
　土・環境を守る
　人々
・北方領土学習

・社会　近代国家
　の歩み・日本と
　世界のつながり
・北方領土学習
・理科　人と環境

・探検ごっこ
・ネイチャーセ
　ンター
・間欠泉見学

生活科
・きせつとともだ
ち（はる・なつ・
あき・ふゆ）
38H
「14・15」

・羅臼の漁業につ
　いて調べ学習・
　まとめ（歴史）
　発表

総合
・羅臼の漁業につ
いて調べよう（サ
ケ・ホッケ・イ
カ）３１H
「11･14」

・羅臼の自然など
　の調べ学習
・紹介ポスター・
　パンフレット
・ビジターセン
　ター見学（全校
遠足と兼ねる）

海
洋
教
育

・探検ごっこ
・ネイチャーセ
　ンター
・間欠泉見学

生活科

・まちが大すきたんけ

ん隊（漁協・市場・海

鮮工房）　14H

「１１」

・めざせ生きものはか

せ　１１H

「14･１５」

・サケ稚魚放流　２H

「11・14･」

実
施
内
容

・食べられる野草探し（よもぎ、こご

み、ふき）

・野菜の栽培（にんじん、いも、たまねぎ）

・園庭あそび
・散歩・遠足
・育てた野菜でカレー作り
・ビジターセンター見学
・市場見学
・郷土資料館・植樹
・神社、境内

総
　
合
　
的
　
な
　
学
　
習
　
の
　
時
　
間

共
通
項
目

クマ学習・外来種学習を通した環境教育　　　【　知識伝達・体験　→　安全管理　→　調査方法・実習　→　共存環境の優越性　】

・クマ学習

・水産業に関する講演会（基礎）
・水産業に関する講演会（発展）

自然　⇒　産業　⇒　観光のサイクルで実施

学
習
内
容

・身近な動植物に関心を持
　つ
・身近な自然のすばらしさ
　を感じる

海洋教育の「 」内の数字

はSDGｓの目標項目の番号

知床学の中に海洋教育・環境教育（幼稚園～高校までを
見通した一貫制を意識して計画）
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羅臼小学校の海洋教育（環境教育）

 幼稚園～高校までユネスコス
クールに認定され、ＥＳＤ（持
続可能な発展のための教育）
を町全体で推進

 学びの主体性

『知識伝達や体験活動重視』
→『自ら考え行動する

学習活動へ』

学びのスパイラルイメージ

Ｆｏｒ Ｎａｔｕｒｅ【知床】
自然のために行動する態度を

身に付けた人間

Ａｂｏｕｔ Ｎａｔｕｒｅ【知床】
自然について多く知る

Ｉｎ Ｎａｔｕｒｅ【知床】
自然の中で体験感じる
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（２）研究経過

・学校現場でのＥＳＤ及び知床学（環境教育）の推進状況
の確認

・取組可能な課題の再検討

・長期休業中を利用した外部講師を招聘しての研修会の
実施

・カリキュラムの再検討（加除修正）

・生活の中での児童の環境教育への意識調査

・各校・各園での授業実践（授業研究）

など
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羅臼町一貫教育研究会の様子
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１・２年生
サケ稚魚放流体験

他にも
漁協・市場・

海鮮工房（道の駅）見学
【低学年は体験重視】

３．各学年の環境教育実践内容紹介
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３年生（羅臼川探検）～どんな生き
物が生息しているのかな？～
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羅臼川の美しさや流れを体験

羅臼の川や山の動
植物と海の生き物は
関係があるのかな？
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４年生（羅臼川の水質検査）

本当に羅臼川はきれいなの
かな？（水質キットを使って

調べてみよう）
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ホッケの３枚おろし体験

今年も大漁だった羅臼産
ホッケ（漁協から無料提供）
を３枚おろしにして、かまぼ

こを作る！

ＣＳコーディネーターと連携して
地域女性部（美活塾）との共同授業

（漁業師さんとの出会い）
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魚の城下町（らうす）を卒業
した子ども達は、全員３枚お
ろしができるように！！

羅臼で捕れたほっけで、自分
達が作ったかまぼこは、やはり
美味しい！！町の産業への誇

りを感じる体験
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６年生（テーマ：自分の将来を考え
よう【羅臼に合う仕事】）
 羅臼にある仕事・人・良さにスポットをあて、我が町を振り返る。

 今までに学んだことを振り返りながら、羅臼の自然環境を持続
させる必要性を感じた６年生。

 海の中に見え隠れする

観光スポット（せせき温泉）

の清掃を計画して実施
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自分達にできることは何か？
考え実行に移す子ども達
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４．第５学年の実践例
「こんぶ図鑑づくり」を紹介

学びのスパイラルイメージ

Ｆｏｒ Ｎａｔｕｒｅ【知床】
自然のために行動する態度を

身に付けた人間

Ａｂｏｕｔ Ｎａｔｕｒｅ【知床】
自然について多く知る

Ｉｎ Ｎａｔｕｒｅ【知床】
自然の中で体験感じる

【重要視】
体験から
↓
知りたい
↓
行動したい
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５年生こんぶ図鑑づくりの
単元指導計画例

 １次 （３時間）

ピトグラムからＳＤＧｓを知り，世界的課題をつかむ

環境・生態・宣伝・こんぶ業などのテーマごとに

追求活動を行っていく。

 ２次（１５時間）

考えたテーマ毎に資料を収集する。

（図書館・資料館・インターネットの他、

羅臼町の人・ものへ触れる体験的な活動を重視）
体験から→「知りたい」を引き出す
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５年生（羅臼昆布学習）【体験】

こんぶ漁師さんを招い
てこんぶの切り方を
教えてもらう
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こんぶ倉庫を見学【知る】

海鮮工房（道の駅）で
こんぶ商品をリサーチ

23



地域の
お祭りを

利用した
体験活動
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羅臼こんぶと
その他のこんぶの
だし汁飲み比べリポート

コロナ渦の感染レベル
状況を考慮しながら、
できることを慎重に取
捨選択して学びを止め
ない工夫を行った。
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苦労して完成した羅臼昆布図鑑

配布するため
に大量生産。
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参観日に大型パネルで発表会【行動する】

できた図鑑は、道の駅
に置かせてもらい、無
料で観光客に手にとっ
てもらうことにした。
（羅臼の特産のＰＲ）
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５．授業指導細案
（５次）

・「羅臼の海はきれいなのか？」

→紙ストロー・プラスチックストローについて考える。

（スターバックスの取組からＳＤＧｓ１４「海の豊かさを守ろ
う」について環境の視点から再考する。

・「海の豊かさを保つために必要なことに迫る。

羅臼川の水質検査と東京や大阪の川の水質を比較実験

→結果として羅臼川は，今はきれいなことがわかる。

→海の豊かさを守るには？→自分達ができることは？
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自分達が今からできること

生活排水をきれいにする。→廃油石鹸作り
→町民へ配布しよう。（商品化の試み）

羅臼こんぶ図鑑に記載して，道の駅や公
共施設に置いてもらい，環境を守ることの
大切さを伝えよう。

海や川のごみ拾いを企画しよう

啓発ポスターを作ろう。

様々な場所で調べたこと・考えたことを発
表しよう。
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他の学年も巻き込んだ
清掃活動

ユネスコスクールや
海洋全道大会での発表

参観日を利用した
廃油石鹸の配布
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新しい取組への

挑戦（Ｒ３年度より）

※６年生でＳＮＳ『インスタグラ
ム』を使った情報発信と発表
の場を開拓→村社会（発表の
場の限定）から北海道・全国・
世界への発表へ
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コロナ渦・ＧＩＧＡスクール時代の新
たな発表（まとめ方）への挑戦
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ＳＮＳの取組は、
ＴＶ・新聞などでも報道された

ふるさと羅臼を小学生がＰＲ！！
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昆布番屋体験（ｎｅｗ）
 令和５年度、宿泊学習を厚岸少年自然の家へ宿泊から、学
校泊にし、昆布番屋での体験活動を新しく実施
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まとめと課題
 本物の実体験から更に深い学びへ

羅臼小学校では、子どもも教師も良いと思いついたことは、

まずやってみよう！⇒失敗したらやり直そう！が合い言葉

〔課題〕

・環境教育の質や効果を高めるためには、教師のアンテ
ナの質を高める必要がある。⇒学校現場は、教師の異動
があり、環境教育の目的を共有し続けることが難しい・・・。

「教師の力量に左右」される・・・。

・教師の仕事量の多忙化（外国語教育・ＩＣＴ教育・道徳な
ど）もあり、総合的な学習の時間まで教材研究する余裕が
生まれない・・・。（前年度踏襲の活動に陥り易い）

「環境教育をいかに持続可能」にしていくか・・・。
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おわりに

もし良ければ，フォロワーになって下さい。

ご静聴ありがとうございました。

羅臼昆布図鑑第２版
令和２年12月18日刊
行
２５０部発行
内容
・生態について
・自然環境について
・昆布業について
・宣伝，商品開発に
ついて
・消費について
総ページ数59ページ
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